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述
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ニ
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ニ
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な
る
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双
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彼
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あ
る
に
隨

a

て
分
け
與
へ
ら 

第
十
七
糙

2

H
七一)

論

.就掠始菡督教の社會拟想

 

第八號

•

H
1



m

h七
泡

.(

一三セ〇

)

論
，
':
魏
：
|
原
始
热
督
教
の
.社
會
拟
紕

 

鄉
八
规

:
、

:'
■

原

始

基

#

_

の

：
：
社

會

思

想

3
0

郎

高

橋

.

誠

一

.

_
期

基

脅

敎

：團

の

間

に

行

は

れ

た

る
 

一
M

の
共
產
主
義
は
ィ
土
，ス
の
富
に
關
す
る
敎
旨
ビ 

彼
、れ

等s

身

の

物

質

的

窮

迫

；：ビ' 
に
ょ
つ
て
生
：じ
た
る
も
の
で
あ
る
。
設
令

a

聖
蒈
中
の

「

貧
し 

き
省

」(

i

NJ
o
c

)

.
■•
«

る
文
字
が

H
o
c
h
a
r
d
t

の
主
張
す
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、之
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を
使
徒
等
の
足
下
に
置
け
ら

」

ご
云
ふ
も
の
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ち
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め
.

る
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使
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徒
行
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第
三
十
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然
し

.
な
が
ら
何
人
ビ
雖
も

1

.切
の
共
産
主
義
的
植
民
地
に
於
け
る
が
如
く
、之
れ
に
加
入
す 

る
に
際
し
て
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の
全
財
產
を
共
同
棊
本
に
移
す
こ
ど
を
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求
せ
ら
る
、
も
の
で
は
な
か
つ
れ
。
 

有
名
な
る
ア
ナ
一
一
ア
と
其
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^
サ
ツ
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ラ
の
物
語
に
就
い
て
觀
る
に
彼
れ
等
の
犯
せ
る
罪
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成
：文，若
し
く
は
不
：文
の
共
產
主
義
的

.
法
；制
の
侵
犯
に
非

す

し

て、純
眞
な
ら
ざ
る
寬
仁
の
名

#
 

を
輯
ち
得
ん
こ
ビ
を
努
め
た
る
に
由
る
も
の
で
あ
る
。
：ア
ナ
モ
ア
に
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し
て
發
せ
ら
れ
た 

る
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の
言
葉
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.
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.：般
：；.の

法

：制
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す
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な
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明
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で
あ
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に
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、
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に

1

枚
の
畑
を
賣
り

-

し
か
妻
も
同
意

.
に
て
細
の
價

a

を
詐

h

、其
の
幾

^

^

持

ち

來

り

.て

使

徒

等

，のM

1;
に

置

き

し

.

.

. 

—... 

.

.

.

.

.

.

.

.

か
ば
、。へ，
.
テ

P

云
ひ
け
る
は
、アナ
二
ア

ょ
，
^
故
サ
タ
ン
に
心
を
誘
は
れ
て
聖
靈
を
欺

&

、畑の

ff
l
 

ひ
を
詐
ぅ
た
る
ゼ

。
.:

其
の
畑
の
有
り
し
時
は
汝
の
物
に
し
て
、員
ら
れ
て
後
も
價
ひ
は
汝
の
權 

內
に
觸
し

.た
る
に
；非
す
や
、何
ぞ

«

る
»

を
心
に
企
て
し
ぞ
、汝
の
欺
き
し
は
人
^
非
す
し
て
神



!

]

ノ

,
,

:

甚
督
敎
が
其
の
發
生

:

の
當
時

I:
於
ヤ
富
貴
傲
岸
な
る
社
會
階
級
よ
り
も
、寧
ろ
貧
弱
謙
卑
な 

る
も
の
に
對
し
て
說
か
れ

:̂
こ
i
.は
旣
に
之
れ
を
述
ベ
た
。

5

!
田
學
會
雜
誌

」

第
十
七
卷
第
六 

;

號
所
：
_

拙
；稿

「

原
始

.基
#

一敎
；
5

 

「

兄
弟
等
よ
、汝
等
の
召
さ
れ

し

者
を
看
よ
、肉
 

に
由
れ
る
德

.

.者
は
多
か
ら

'̂
、有
力
者
は
多
か
ら
す
、貴
者
は
多
か
ら
ず
。
却
つ
て
智
者
を
辱 

し
め
ん
ビ
て
、

'«
;̂
ll
t

o

M
か
な
る

.者
を
召
し
給
び
、强
き
莕
を
愧
し
め
ん
せ
て
、神
は
世
の
弱
き 

者
を
召
し
給
ひ
、又
た
有
る
者
を
滅
さ
ん
ビ
て
神
は
世
の
賤
し

&

者
、毁
視
せ

ら

る
、
者
、即
ち
無 

.き
が

知
き
者
を

^

^
給

a
.しな蓋し斯くの如きは何人も神の

4

利
に
職
ら
ざ
ら
ん
が

爲
め
で

.ぁ
つ
れ
。

#̂
が
多
前
き
第

j

章
.第一
一
十
六

-
-
二
十
九
節

)

し
然
る
に

r

異
邦
人
に
對
す

る
使
徒

」

聖
パ
，ゥ

ロ

の
使
命
は
：全
.世
界
の
凡
ゆ
る
國
民
の
間
に
基
督
の
宗
敎
を
弘
布
す
る

に

在 

つ.

た
。

彼
れ
の
目
的

.

は
各
人
の
朐
裡
に
某
督
を
生
せ
し
め
、而
し
て
後
ィ

H

ス
.の

精

神

を

し

て 

其
の
業
を
行
は

し
む
る
に

」
在
つ

た
。

:

彼
れ
は
福
音
を
以

て

‘j

切
の
人
間
に
對
す
る
逝
牒
な
り 

と
解
釋
し
、敎
令
を
以
て
凡
ゆ
る
社
會
階
級
に
取
：つ
て
の
安
居

€

看
：做

し

た

。

ニ
&

の
^

な
§

 

淸

浄

：潔

白

定

、龈

れ

る

人
_

愛

：と

極
-
c

v
«:

き

傅

道

的

熱

：情
e

に

由

.つ

て

徵

示

せ

ら

れ

た
る
彼
れ 

の
K

琴
«

,

る
人
格
は
無
產
階
級
的
、共

.

產
主
義
的
耍
素
を
背
後
に
押
し
遺

‘

つ
た
。

楚
れ
等
の
耍

:

;

:

:

第
.

寸
七
卷

.

(

ニ
1

1

七
七

)

：
；

.

論
：
ン

_

 

第
八
號
っ
七



.

第
十
七
卷

(

—

，三
七
六〕

論

訛

原

始

躲

贺

教
0

社
會

M

想 

第

八

號

H

六
.

.I

つ
の
叙
述
を

も

發
見
す
る

乙

ど
，が
出
來
な
い
。
斯
く
の
如
き
は

-

mな
る
推
論
に
過
ぎ
ざ
る 

も
の
で
あ
る
。
之
れ
に
關
す
る
唯
一
の
典
據
た
る
ル
カ
の
記
述
中
に
は
蕺
も
這
般
の
财
货
共 

有

5?
;
嫌

忌

す

る

の

：語
：氣

を

認

め

る

こ

と

：

が

出

來

な

い

/'
'

そ

は

彼

れ

に

取

つ

て

は

明

か

に

美

し 

:
ぃ
事

-貴
で
あ

6
、敎
：會

に

.於
け
る

.聖
'靈
：の
力
の
驚
ぐ
可
き
示
現
で
あ
つ
た
。

エ
ル
サ
レ
ム
の

*
 

乏
は
或

a

は 

ー
::
部
奋
這
般
の
寬
宏
仁
慈

1に
基

<'
も
の
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
ぬ

。

.或
る
人

V 

0,
畑

|:
:賣

0 

r
- 

®
 

.
f
t 

®
の
；消
費

に

供

し

た

な

ら

ば

，彼
れ
は
一
時
全
豊
の
生

‘
S

程
度
を
高
が

ら

し

-む
る

を

得
た
で

あ

.ら

ぅ

が
、彼
れ

の

營
利
資
本
は
共
同
生
產
に
對
す
る
何
等

■ 

■ 

. 

.

.

.

.

.
 

. 

,

の
資
本
を
も
創
造
す
る

.こ
ど
な
く
し
て
失
は
る
、

•の
で
あ
る
。
而
も
也
方
に
冷
て

^

乏
の

#

■ 

••• 

• 

■ 

•

.

.

.

.

.

續
は
又
た
他
の
諸

®

因
：に
基
け
る
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
0

パ
レ
ス
チ
ナ
に
於
け
る
一

般
 

下

*

階
級

'の
貧
困
、迫

#

¥

び
_

濟
的
不
安
定
、有
福
顯
著
な
な
人
々
の
移
ー
住
、ガ
リ
ラ
ャ
の
*
督 

敎
徒

M

其
の
手
馴
れ
し

「

生
業
を
離
れ
た
る
こ
ビ
、若
し
く
は
宗
敎
に
供
奉
し
て

.勞
働
を
廢
す
る 

時
間
の
延
長
等
の
：如
き
は
是
れ

で
あ

る
0(Walter 

JR.au s
c
henbasch” Christianity 

s
cu

 ̂

social Crisis,
1910, 

pp. 

121, 

1
2
3
.)。 

.



:

爲：：

め
；
に

非

す

し

て

ビ

リ

：
ビ'人
.0

身
の
爲
め
で
あ
つ
た
0
彼
れ
に
は
諸
物
皆
な
備
は
り
て
餘
り 

办
る
も
の
で
あ
つ
た
。

(

1.
(
1
®十
八
®

)

。
斯
く
て
彼
れ
は
再
び
共
産
主
義
的
國
體
を
構
成
せ
ん 

ビ
す
る
乙
ど
な
く
、唯
だ
チ
ル
サ
レ
ム
の
貧
し
き
聖
徒

I
の
爲
め
に
醵
金
を
集
め
た
る
に

=

過
ぎ
な 

「

：か

.
-0
:
:た。

(「

羅
馬
書

」

第
；
.十

五

，孽
第
へ
ニ
：十

六

，七

節

、

「

哥

林

多

前

書

窬
+

J.
ハ
章
第
 

一_

.
三
節
、同

「

後
書

」 

第
八
、九
：章

)。

洵
に

.

ゥ̂
ロ
は

_

學
上
に
於
て
は
急
進
主
義
者
で
あ
つ
た
が
、社
，
的
に
は
保
守 

主
義
者
で
あ

0

た
"
.:
:
:雜
し
な

：

が
ら
其
の
パ
ク
ロ
す
ら
尙
ほ
ー
般
に
推
宛
サ
ら
る
へ
が
如
く
祉 

會
問
題
に
對
し
て
冷
淡
な

.る
も
の
で
ば
な
か
つ
た
。

.

ィ
チ
ス
は
人
領

§

の
關
係
に

.於
て
、湾
の
原
理
を
反
復
し
た

,'
'0

ィ

v

一-
ス，.が
社
會
的
過
程
を 

改
.
.•造

せ
ん
が
爲
め

1:
.提
唱
せ
る
も
の
，は

IE
さ
に
此
の
靈
化
的

ft
會
h化
的
，原

»

で
あ
つ
た
。
パ
 

ゥ
ロ
は
人
間
の
同
胞

「

的
關
係
に
關
す

>
 
ィ
.
.チ
ス
の
敎
旨
を
實

_

に
‘適
'̂
し

'/
2
。
彼
れ
は
人
類 

の
本
質
的

一

致
を

說

S
 

.た
。

：

猶

太
人

i

異
邦
入
も
、奴

.隸

も
自

.國

民

も
、
^
も

女
も

、
^
民

悉
ぐ

我 

が
-細
子
を
す
ら
惜
み
給

.は
す
、却
つ
て
我
れ
等
一
同
の
爲
め
に
之
れ
を

.#
し
給
へ
る

」

同
一
父
神 

の
子
で
あ
り
、ィ
エ
ス
，蓝
糌
に

*
,つ
て
皆
な
一
で
め
る
。

s

馬

鄯

.&
-/
\
節
第
三
十
一
一
節「

fi
l
ltt
tf 

:傳」

_

十
五
章

.第
九
雙
加
蹲

*

書J

第
：三

■章
.第
二
十
八

.節
0

ル
を
神
の
靈

R

導
か
，る
 

>
奢
は
即
‘ち 

.

▲
十
七
卷

(

二
1
1七九
.
}
,
;:
'
.論
：ノ

踩

■原
始
菡
督
教
の
社
會
羅 

笫
八
擗
.

I 
一
 i

九



'

.笫

十

七

卷

2

三
七
八〕

' 

論

.
訛

-

if
i
c始
某
督
教
の
社
曾
思
想 

第
^
號
，
，

.

H
A 

尜

は

可

な

卜

に

-K
い
間
、®

パ
ゥ
口
ビ
戰
つ

.た
の
で

.
あ
る
が

r

其
の
意

_志
の

.弹

固

ビ

献

身

，的

宣

«
 

と
は

.

.彼

.

.n
に
勝

.利

.を

.確
保
せ

.し

.め
た
の
で
あ

.る
。

.r
し
' き
■敎
義

.は

.Ji〈

產
、主

ft
^

a

r
に
打

■•
£
> 

勝
つ
た
。
彼
れ
を
し
て
現
世
的
諸
制
度
を
輕
視

L
、是
れ
等
の
も
，の
.に
對
す
る
反
抗
は
典
の
勞 

に
値
せ
す
せ
做
す
を
容
為
な
ら
し

.め
た

-る
も
の
は
、彼
れ
の
偉
大
な
る
他
界
主

.
'義#

パ
ク
ロ
が 

人
缉
の
物
質
的
利
®
ょ
ぅ
完
全
に
脫
離
せ
る
こ

 >
>

 

で
あ
つ
た

.。

一
大
事
は
'靈
魂
の
救
濟
で
あ 

つ
て
、を
は

V

ィ
エ
ス
へ
の
信
仰
に
ょ
つ
て
確
保

.せ
ら
れ
る
。
這
般
の
信
仰
を
持
續
す
る
の
機
緣
存 

す
る
限
り
、何
人
が
俗
界
の
權
力
を
行
使
し
、ヌ
た
如
柯
に
之
れ

|が

«

俾
せ
ら
る
、
か
は
蓋
し

j 

0

の
.柢
關
心
事
で
あ
つ
た

」

。(M. Beer, 

S
o
d
a
l

 
Struggles 

in 

Antiquity, 

trans. 

b
y

 

H
.

 

J, s
t
s
n
i
n
g
)

 1
9
2
2
,

p. 

1
9
4
.
)

-°.

.

.、ノ 

,ソロ

.
は
在
る
が

®
,の
狀
態
を
以
て

if
f

足

n

.

b七
す
る
を
學
ん
た

:4
c

n
は
®
賤
に
す 

.る

.の
道
夺
知
り
、又
た

.富

.貴
：の
裡
に
生
く

'の
方

.法
を
知

.つ

•f
t
。
:
彼
れ
は

®
く

こ
k

も
，飢
ぅ
る
乙 

^
0 

_
も
、
^:
\
.か，
.

る̂
■.
.こ
.ビ

.も
’艺
し
き
こ

.W

も
萬

^

に
つ
け
て
之
れ
，を
修
め

^

.

.彼
；
t

は

化

れ

-
^
-
ブ
 

"を
與
ふ

-る
基
督
に
依
つ
て
一
切
の
：事
を
：行
ひ
：

#

る
：の
で
あ
る
。

.(「

勝
立

'比
番
&

四
章
第
十
一 

|

:
十一ニ：節

)

。

彼
れ
、が

其

の

.窮

.迫
時
に

.於
：て

ビ

ジ

--
:ビ
人
の
數
度
の
補
肋
を
謝
せ
る
は
自

'^
の



.る
も

0

で
あ

!つ
て
個
人
は
典
の
構
，成部
分
な
り
ビ
做
す
の
思
想
は
旣
に
パ
ク
ロ
に
ょ
つ
て
其 

の「

羅
馬
人
に
贈
れ
る
ま
中
に
表
明
せ
ら
れ
て

ゐ
る

。

彼
れ
は
人
類
が
有
機
的
に
一
體
な
る
こ 

と
を
敎
へ
，た
。

完
全
な
る

_

督
敎
的
組
織
に
在

0

て
は
各
個
人
は
全
過
程
，の

1

部
分
た
る
特 

殊
の
任
務
を
逯
行
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。

「

蓋
し
我
れ
等
は

.一
つ

の
體
に
多
く
の
肢
あ

 

'
て，總 

ベ
て
の

.肢
其
の
用
を
：，

同
：：

じ
ぅ
せ

.ざ
る
が
如
く
、我
れ
等
多

ぐ
の

人
は
キ
リ
ス
ト
に
於
て

一
つ
の 

體

(:
し
て
、各
々
互
に

.肢
た

'
;る

.な
り
。
さ
れ
ば
我
れ
等
に
賜

6

た
る
恩
寵
に
從

a

て
賜
を
興
に 

し
た
れ
ば
、

m

言
は
信
仰
の
理

I:
隨
ひ

v

爲
し
、聖
役
は
聖
役

R
從
事

t
、敎
ふ
る
人
は
敎
へ
に
止 

ま

K
0
め
を

®

す
入
は
勸

め
：を

爲
'し
、與
ふ
る
人
は
吝

み
な
く

與

へ、
治

む
る

者
は
懈
ら
す
治

め
、
 

慈
悲
を
郝
す
人
は
歡
び
て
施
す
可
し

」
(

同
第
八
章
第
四

-—

八
節

)

。
是
に
於
て
乎
、彼
れ
は
社 

會
の
ニ
顺

«

に
貢
献
ぜ
：石
；總
：べ
て
の
者
：の
爲
め
に
强
く
生
存
權
を
主
張
す
る
。

「

我
れ
等
飮
食
を 

受

く
る
權

.な
き
か

」

。「

誰
れ

.か
，
に

出

で
、
己
れ
の
財
を
費
す
者
あ

も

ん
や
。
誰
れ
か
葡
萄
園 

を
作
ぅ
て
其
の
果
を
食
は
ざ
る
者
あ
ら
ん
や
。
雒
れ
か
羊
を
牧
ひ
て
興
の
乳
を
飮
ま
ざ
る
者 

あ
ら
ん
乎
；

> 

モ

ー
セ

の
律
法
は
錄
し
て

「

汝
、穀
物

を
踏
み

碾
す
牛
の

ロ
を
結
ぶ
事
勿
れ

」

ビ
云
ふ
。
 

耕
す
者
は

#.
顗
を
以
て

耕
し
、穀
物

を
踏
，み
碾
す

*
も

其
の

.
果
を
得
る

？)
希
©
を
以
て
す
可
き

第十七
滟

•:
•
■(

一
 

三八

3
,

.
論

說

股

始

基

督

教

の

社

會

思

想

 

第
.八
號
 

四
一



箔
十
七
卷

(

ニ
n
A
o

)

蹌
餽
原
始
寒
督
教
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社
會
思
想
 

第
A‘辕 

四
0 

神
の
子

で

め

る

。

f
f
i靈
自

ら
我
れ
等

.の

.精
神
ビ
共
に
我
.れ
等
が
神
の
子
た
る
こ
ビ
を

it
す

る 

:(

同
，第

十

四

、十

六

節)

。
神
の
國
の
民
は
如
何
な
る
事
情
の
下
に
在
つ
.て

も

，

兄
弟
の
愛
を
以
て
相 

寵
.み
、互
に
相
推
重
し
、希

M

R
よ
ヶ

V

辦

び

，患

難

に

耐

へ

、®

徒

の

窮

乏
.を
：振

恤

し

、辕

人

を

接

待

し

，2
!

己
を
迫
害
す
：

る

者
を

祝
，
し

、
祝
し
て
呢
ふ
こ
と
な
ぐ
、喜
ぶ
八
々
と
共
に
喜

び
、
^
く
人
々
と

— 

-
.
. 

: 

: 

. 
.

. 
' 

-

. 

-
. 

+
•
: 

-

共
に
泣
，き
、心
を
相
同
じ
く
し
，高
き
を
思
は
ず
、低
き
に
甘
ん
じ
、惡
を
以
て
惡
に
報
ゆ
る
事
な

く
、
 

啻
だ
，に
神
の
前
，の
み
な
ら

.ず
、衆

人

の

前
に
も
善
な
る
こ
ビ
を
企
圖
し
、

a

の
荷
を

统

ひ
、[&
此
の 

勞
に

lr
:

t
可

f

の
で

あ
る
。

-.
I

馬

0

0

十
二
章
第
十

—

十
八
節
、「

加
拉
太
#

」

第
六
章
第
二 

.節)

。
愛
は

.

の
法
で

.あ
る
。
死
も
、生
も
、天
使
も
、權
勢
も
、能
力
も
、現
布
の
事
も
、未
來
の
事
も
、高 

き
も
、深
き
も
、他
の
如
何
な
る
被
造
物
も
我
が
主
耶
蘇
基

#

に
賴
れ
る
神
の
愛
よ

K
y我
れ
等
を 

:

離
れ
し
め
得
る
も

0

で
な
い

:0(「

雜
馬
書
爾
八
章
三
十
八
、九
節

)

。
愛
は
一
切
の
惡
を
征
服
す
る
。
 

愛
は
：力

よ

り

も

.有
：力

.で
あ
：る
。

實

際

的

埤
 

パ
ク
ロ
の
敎
旨
の 

根

本

.

念
の
ー
づ
ヤ
あ
る
？
：

. 

.;三
 

：

'.ノ
 

.

社
會

.連
：
®

主
義

0

根
.本
觀
念
、即：ち
總

.體
ど
し
て
觀
せ
ら
れ
た
る
人
類
は
軍

】

體
を
形
成
す



I
sf

る
。

':
:卜
；全

_な
：る
_
今

 

.

.

.

:
. 

.
r
a 

_ 

.

.
パ
ゥ
ロ

.は
平
和
の
福
管
を
說
い

r(
:

o

.彼

.れ
は
人
間
を
し
て
爭
鬪
ぐ
不
和
ビ
よ
り
免
れ
し
め

‘ 

ん

.こ
く
を
願
つ

|2
。
':
彼
れ
は
愛
の
法
則
の
作
用
に
、信
賴
し
た
。
愛
は
混
亂
よ
り
秩
序
を
齎
し
、
 

軋
櫟
よ
り
平
和
を
輸
致
す
る
。
愛
に
よ
つ
て
促
進
せ

ら
る

、
神
の
社
會
的
王
國
は
秧
序
的
に 

調
和
的
に
：又
た

«;
成
的

'
(:
.進
|む
::
°

:

パ
：
ゥ

，
尸

は
.常

に

，個

人

及

び

社

k

の
.：福
利
.：!
參
庭
の
興
れ
ど 

T

可
分
の
：關
係
あ
ネ

0

*
實

ギ

蛛

じ

1:
辑

0
た
。
'-
彼

れ

,̂
夫
.婦

、
身子

："

及

び

主
#

の
相

a

的
義 

:務
を
說
い
た
。
彼
れ
ぽ
_
に
向
つ
て

^

な
る
者
よ
、其
の
夫
に
從
ふ

M

し、こ
は
主
に
あ
る
渚
の 

爲
す
可

.

S乙

ビ
な
り

」

ビ
說
く
と
命
時
に
、夫
に
對
し

-'
T

は「

夫
な
る
者
よ
，其
の
喪
を
愛
す
可
し
苦 

き
を
以

.て
之
：れ
を

!

^

勿̂
れ

」

ど
敎
へ
た
。

(「

哿
羅
西

f

第
.四
章

^

十
八
、九
節

)

。
一
方
に
的
つ
て 

「

奧
た
る
者
よ
、主
に
從
ふ
が
如
，

.く
、己
れ
の

4
K

に
從
ふ
可
し
。

.
其
は
夫
が
妻
の
首

12
る
事
、キ
リ
ス 

ト
♦か数
會
の
首
に
し
て
自
ら
典
の
體
の
救
主

k

在
し

^

せ
る
が
如
く
な
れ
ば
な
り
。
然

れ

.;
« 

敎
會
の

(

キ
リ
ス
ト
に
從
ふ
が
如
く
、̂
も
亦
れ
萬
事
一
夫
に

從

ふ
可
し

」

と
說

く

ビ
共
に
、ま
方
に
對 

-

し

C

は「

夫
な
る
者
よ
、キ
リ
ス
ト
が
敎
會
を
愛
し
、其
の
爲

.め
に
己
れ
を
捨
て
絡

a

し
如
く
、汝
等 

第4-

七
馇

(
I
X

八
l

r
論
就
原
始
蓉
教
の
社
會
思
想

 

第

八

屬

ml
三



第

十

七

怨

(
！

三
八
ニ〕

,

論

説

原

始

：恥
督
教
の
社
會
忠
想

 

笫
八
號
 

四
ニ

で
あ
る
。

「

汝
等
の
中
に
靈
的
の
物
を
蒔
き
た
る
我
れ
等
な
れ
ば
、汝
等
の
肉
的
の
物
を
別
り
取 

る
ど
も
豈
に
大
事
な
ら
ん
ゃ
。

」
(「

哥
林
多
前
書

%

.几
章
第
四
、七
、九

,

!
十
一
節

)

°
而
も
他
方
に 

於
て

.彼
れ
は

「

テ
サ
ロ

--
ヶ
人
に

0
れ
：る
後

*0
#」

に
於
て
日
く

「

我
れ
等
汝
等
の
中
に
在
り
し

^
 

人
苦
し
働
く
事
を
否
ま
ば
亦
た

.：食
す
可
か
ら

t'
V
J命
じ

/2
り」

气

人

は

生

存

1/
|

を

主

張

し

导
 

る

の

®

礎

を

勞

働

^
有

す

る

。.
彼
，れ

の

徒

は

自

ら

テ

サ

V 
ニ
ヶ

.
人
等
の
間
に
生

.

C
V

し
安
濱
な 

ベ
し
：で
人
の

'«
齙
を
食
せ
ず
、却
つ
て

.彼
れ
等
の

I

人
を
も
煩
は

さ

く
ら
ん
が
爲
め
に

#

夜

#
 

苦
.
.し
.て
範
を
彼
れ
等

.に
承
し
た
。

:
然
る
に
彼
れ
は
彼
れ
等
の

.
間
に
於
て
妄

V

に
步

み

て
何
の 

1

を
も
行
は
ざ
る
者
あ
る
こ
ど
を
傅
聞
し
た
。
斯
く
て
彼
れ
は

斯

く
の
如
き
^
に
對
し
て
靜 

'か
に
働

き

て
己
れ
の
麵

_

を
食
せ
ん
こ
ど
，を
主
耶
蘇
基
督
に
ょ
つ
て
命
じ
且
つ
働
め

た

の
で 

あ
る
。

:(「

帖
撒
羅
尼
迦
後
書

」

第
.三

：
章

第

八

.

|

十

ニ

節

)

ぐ
'
這
個
パ
ゥ
.；口
の
根
本
的
經
濟
法
則
は 

B

惰

な

る
貧
者

e

等

し

く

遊

惰

な

：る
富
.者

に

も

及「
び
、
遍

く

：
一
 

切

の
不
德
な
る
社
會
的
寄
生
を 

攻

*

す
る
も
の
で
あ
る
。
何
人

S

«
も
己
れ
の
爲
め
に
生
き
•己
れ
の
爲
め
に
死
す
る
者
は
な 

い。
我
れ
等
は
活
く
る
も
主
の
爲

.め

.
に
活
き
、死
す
る
'も
主
の
爲
め
に
死
す
る
。

(「

*

馬
®

」

®
十 

四
章
第
七
、八
節

)

。
各
個
人
は
死
に
際
：し
て
す
ら

«:
會
的
平
衡
を
動

V

、團
體
的
進
步
に
影
糖
す



し
給
，

a

し
儘
に
、神
が
面
々

^

召
し
給

a

し
儘
に
步
む
可
し
ク
總
て
の
敎
會
に
於
て
我
が
敎
ゆ 

る
所

*

く
の
如
し

」

。「

汝
、奴

*

に
し
て

/召
さ
れ
た
ら
ん
か
、之

.れ
を
思
ひ
烦
ふ
事
勿
れ
、然
れ
ど
若 

し
釋

3
る

、
こ

ビ
を
得
ば
寧
ろ
之
れ
を
受
く
可
し

〕

。

{「

舟
林
务

前
書」

第
：
七
萆

第
十
七
、ニ
十
一 

節)

。、而
も

「

總
ベ
で
人
に
爲
さ
れ
ん

ど
欲
す
る
事
を
汝

.等
も
人
に
爲
せ

」

M

太
傅

」

第
七
萆
第
十 

1
一節

)

ビ
命
じ
た
る

「

敢
金
律

」

は
早
晩
凡
ゆ
る
奴
隸
の

-織
絆
を
免
れ
し
め
、全
人
類
を
釋

M

す
る
に 

M

る

0

動
力
を
宵
す
る
も
の
で
あ
る
。
パ
ク

P
が「

蓋
し
奴
隸
に
し
て
主
に
孖
さ
れ
た
る
者
は 

主
に
於
て
は
自

11
1

の

^

ビ
鵪
彡
じ
者
、同
じ
く
自
由
の

#

に
し
て
召
^
れ
た
る
者
は
キ
ジ
ス
ト 

の；奴
隸

ft
る
な

i

ln
j
锻
一
一
十
ニ
節

)

と
附
言
し
た
る
時
、此
の
偉
い
な
る
槪
念
が
被
れ
の
識
野
の 

邊
境

.
'に
.
.

漂
へ

.
る

^

ぐ
に

.見

.

^6

.°:(charies 

Foster.Kent, T
h
e

 Social 

o
f
t
h
e

 P
rophets a

n
d

 

J
e
i
,

 

1
9
1
7
, 

p. 

296.)。

即
ち
彼
れ
は
基
督
信
者
の
新
生
の
原

P

を
說
き
て
言
ふ
»
に
至
り
て 

異
邦
人
も
ユ
ダ
ャ
人

も
、(
即
ち
ス

«

±

の
聋
趴

「

«1
|
禮
も
無
割
禮

.も(

即
ち
宗
敎
上
の
差
別

)

、夷
狄
も 

ス
ク
テ
ァ
人
も
奴
由
の
身
も

1

'分
上

.の

0
別)

め
る
事
な
く
、̂
だ
萬
民
の
中
に
萬
事
ビ 

成
り
給
へ
る
キ
リ
ス
ト
の
：在
ま
せ
る
の
み

」

气

(「

哥.

羅
西
書

」

第
三
章

'第
：十

一
節

)

.
人
は
皆
な
甚 

督

:̂
:

信
す

|
:る
に
由
ダ

1:
_

:の
子
ビ
：爲
：る
キ

 

r

加
拉
太
番

」

第
三
章
第
二
十
六
節

)

。
パ
ゥ

翗

十

七

奄

(

ニ
1

':
A

五)

論

- E

股
始
戡
督
教
の
社
脅
思
想
.：
 

第

バ

彼

I



.

.

.第十
七
卷

X
I

コ一

八
四)

.
論
說
原
始
戴
督
教
の
社
會
思
想 

第
、
號

四

四

も

婦

を

愛

す

可

し」

ビ

敎

へ

た

。(「

以

弗

撕
#

」

第

£

章
第
ニ
十
ニ

|

 
ニ
十
五
節

0

K
れ
.は又
た

.子
に
向
っ
で

「

子
た
る
者
よ
、萵
事
に
於
て
南
ー
輯
に
從
へ
、是
れ
主
の
辦
か
に
適
ふ
が
故
な
り

」

ミ
訓

ゆ
る
ビ

F

時

に
親
に

:#
し

て

は「

父
な
る

者
i

、汝
等
の
子
を
怒
ら
す

る

勿
れ
、恐

ら
く
は

其
の

^

膝
え
ん

」

と
戒
め
た

U (「
哥

羅

西
«!」

第

コ

一

章

第

一

一

十

 

ー
£

節

「

以

卵

所

ま

第

六

章

第

一

-

-
四
節

)

。

rf
l
し

-.
L
彼
れ
は

又
：.

た
奴
隸
に
向
つ
て

「

僕
^
る
者
よ
、萬
事
に
於
て
肉
身
上
の
主
人
に
纶
へ
、人

,:

喜
ば
れ
ん
と
す
る
が

.如
ぐ
に
目
前
の

.み
に
て

-

へ
ず
、純
朴
な
る
心
を
以
て
主
を
畏
れ
て
事
へ

.よ
汝
等
和

«*
を
爲
す
も
人
の
，爲
め
、に
す
ビ
思
は
ず
、主
の
爲
め
に
す
ご
思
ふ
可
し

」

ど
訓
ふ
る

己T
A

に
.主
人
に
鹄
し
て
は

「

主
人
な
る
者
よ、汝
等
も
亦
た
天
に
主
あ
る
こ
ど
を
知
れ
ば
、義に
從
ー

平
を
以
て
其
の
僎
を
待
ふ
可
し

」

ミ
戒
め
て
ゐ
る
。

(「

哥

羅

西

書」

第
三
章
第
二
十
一
一
、三
節
、冏 

第
四
：章
_第
一
節

、
。

.■

.

使
徒
の
敎
會
が
其
の
信
徒
の
大
部
分
を
奴
隸
及
び
貧
民
中
よ

b

得

た

る

こ

ビ

は

疑

^

な
き 

事
，
.
®で

あ

る

-
ゥ
;;
ロ
及

5

他
の
新
約

■記
者
が

®

督
敎
徒
た
る
奴
隸
を
し
て
秩
序
を
保
，ネし 

めへん

I

る
に
銳
意
な

P
し
事
賞
は
種
々
：な
る
章
句
に
よ
り
て
明
か
で
あ
る
。

パ
ゥ
ロ
は
基 

#

敎
徒
の

_

務
が
辨
の

M

命

に

甘

ん

ず

る

に

在

る

こ

と

を

訓

へ

た

。

哺

；こ

色

が

^

^
 

: 

>
 

r

し



神
の
旨
を
行
ひ
事
ふ
る
事
、人
に
於
て
せ
ず

±

に
•.於
て
す
る
が

_
 

く
に

怏

ぐ

せ

よ
。
典
は
奴
隸 

た
る
ビ
自
由
の
身
た
る
ミ
を
問
は
す
、於

u

の
爲
し
た
る
蕃
は
何
れ
も
主
よ
り
報

a

ら
る
可
し
、

 

;

L知
れ
ば
な
り

」

ど
說
く

 

G
同
時
に
、他
方
に
對
し
て
は

「

主
人
た
る
者
よ
、汝
等
も
亦
た
奴
隸
に
對 

ひ
て
爲
す
事
斯
く
の
如
く
に
し
て
，彼
れ
等
に
威
嚇
を
加
ふ
る
こ
と
勿
れ

"其
は
彼
れ
等
と
、汝
等 

ビ
の
主
、天
に
在
し
ま
し
て
、人
に
就
き
て
偏
ぅ
給
ふ
こ

x

な
し
と
知
れ
ば

^

り」

ど
訓
へ
た
の
で 

あ
る
。

(「

以
弗
所
！

六
章
第

-五

九

節

r

而
し
て

「

ビ
レ
モ
ン
に
贈
れ
る
書

」

中
に
於
て
パ
ク 

ロ
は
逃
亡
し
て
棊
督
敎
徒

V
J

化
せ
る
奴
隸
ォ
ネ
シ
モ
を
其
の
主
人
ビ
レ
モ
ン
の
許
に
送
還
し
、
 

願
は
く
ば

1

が
脇
の
如
ぐ
に
之
れ
を
受
け
ん
事
を

」

ビ
稱
し
て
ゐ
る
。

利
門

»

m
ナ
ニ
 

®
 

ビ

レ

モ

シ
は
パ

ク
ロ
，等
に
よ
つ
て
愛
せ
：ら
れ
た
る
其
の
勸
勞
の

®

力
者
で
あ
り
、又
た
声
己
の 

私

宠

內

に

會

合

せ

る

敎

，

の 

一
«

で

あ

つ

た

。

同

第

一

、一
一
缒
。

彼

れ

难

即

ち

典

の

富

力

(:
依 

り
て
新
，宗敎
運

®

の
所
要
に
，貢
献
す
る
所
大
な

b

し
も
の
で
あ
つ
た
で
あ
ら

5

0

パ
ク
ロ
は
有
名
な
る

「
サ
ル
サ
レ
ム
會
議

」

の
終
に
於
て
使
徒
ャ

n

ブ
と
ぺ
一
グ
ロ

.ど
ョ

、ノ

ネ
ご 

が
一
致
：の
印
ど
し
て
；其
の

「
右
^

を

ど

> 
ル

ナ
パ

ビ
に
與

へ、
パ
ク

ロ
と

パ
ル
ナ
パ
と
は

M 

邦
入
：に
赴
き
、彼
れ
；等
は
猶
太
人
に
至
ら
ん
こ
ど
を

_

し
、唯
だ
ャ
コ
ブ
罾
の
願
ふ
所
は
パ
ク
ロ 

.，「

第
す
七
海
ニ
三

<
七)

論

耽

：
肢始兹瞥教の社會恩想
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:

-效ヤ七

,

(

，1
三八六

〕
…

.
諭

1.
贫

.

.：.

.烺
始
基
#-
敦
の
社
會
思
雜 

第
人
^

.

.ロ
の
心
に
は

.這
：般

：0
;
:新
生
は
朦
朧

72
る
遠
き
將
來
の
夢
に

非
す
し
て
、服
前
に
蹣
如
た

る
現
實 

ぼ

っ

た

。.
羅
馬
帝
國
の
唯
眞
中
に
忽
然
ど
し
て
興
起
せ
る
馨
敎
的
共
和
國
に
於
て
は
何 

.

•
の
社
會
的
差
別
も

#

し
な
か
つ
た
。
：

i

に
由
つ
て

古

來

の
社
會
制
度
が
*
ほ
殘
存
し
つ 

.
、f

 2

間
は
彼
れ
は
佥
然
何
等
の
矛
盾
な
く

■し
て

「

總
ベ
て

*

の
下
に
在
る
•奴
隸
は
お
の
主
ん 

を
每
事
に

f

可

き

も

ふ

可

し

。

信
徒
た
る
主
人
を
一
て
る

S

兄
弟
な

J

て
之 

れ

^

^
ん
ず
可

.ら
す

」

ど
稱
す

^

を
得
た
の
で
ぁ
る
。

(

遠
摩
太
前
書

」

第
六
章
第

-;
ニ
節

) > 

又
た 

■
S 

く
一僕に
は
己
れ
の
.主
人
に
從
ひ、何
事
を
爲
す

{:
も
之
れ
を
悅
ば
せ
ん
こ

S

を
務
め、之
れ

R 

言

a 
0

は
す
、物
を

®

み
取
ら
沐
、之
れ
に
患

.信
を
盡
す
可

5

事
を

#

む
可
し

)

こ
は
何
事
を
爲

す
に
も
我
れ
等
の
救
主
な
る
神
の
敎
を

.飾
る
こ
ど
を
せ
ん
爲
め
な

V」

ど0」
「

提

多

番」

第

三

章

敬

九

、十

節)

。

.

;

:

 

: 

:::_

,

斯
.ぐ
て
被
督
敎
が
奴
隸
制
度
の
棊
磷
を
成
せ
る

.原
則
を

I革
除
せ
る
を
承
認
せ
る
の
觀
ぁ
る 

聖
ハ
ク
ロ
は
當
面
に
斯
制
搜
を
掃
滅
せ
ん
ビ
す
る
こ
く
な
ぐ
、一
方
に
向
つ
て

「

双
隸
た
る
者
よ
、
 

キ
リ
ス
ト
に
從
^
が
如

 

<
 
に
畏
れ
懷
き
眾
純
な
る
心
を
以
て
肉
身
上
の
主
人
に
從
へ
。
人 々

の

意

に

適

は

ん

ビ

す

，る

が

如

く

に

、目

前

の

.み

.にV

事

へ

t

キ
f

ス

ト

の

奴

隸

ビ

し

て

心

ょ

“



く
渚
は
其
の
値
を
受
く
可
き
な

6」

ど
云
ふ
。

A
提摩多前書

」

第五章第十八®。而
れ
等 

は

-w
を
も
携
へ
て
世
に
來
ら
中
、亦
た
何
を
も
携
へ
て
往
く
こ

S

能
は
ざ
る
は
明
か
な
り
。
夫 

れ
衣

.食
あ
ら
ば
之
れ
を
も
て
足
れ
り
ビ
す
可
し
。
赏
ま
ん
こ
ビ
を
欲
す
る
者
は

_

惑
ビ

0
0 

の
罠
に
陷
り
、人
を
堕
落
ビ
滅
亡
と
に
沈
ひ
る

®

に
し
て
有

®

な
る
陳
々
の
欲
諶
に
陷
る
。
 

卯
ち
利
欲
は
一
切
の
惡
事
の
根
な
り
，蜱
る
人
々
は
之
れ
が
爲
め
に
信
仰
に

-遠
ざ
か

K
yて
逑
ひ
、
 

多

く

の
.
.苦
：を

以

て

；己
'
:れ

ゼ

刺

し

質

け

：，b」

ど
說
い
て

.

ゐ
る
。

(

同
第
六
章
第
七

-̂

十
節

)

。
何
人 

と
：雖
も
取
得
し
得
る
最
大
：な
：る
富
は
他

A

に

*
:し

.て
行
へ
る
善
行
の
：富
で

め

る

。

之
れ
を

#
 

す
る

.：に
：；

五
口
人
が
神
：の
國
に
入
る
を
得
，る
や
否
や
の
標
準
は
偏
へ
に
ィ
エ
ス
に
對
す
る
信
仰
に 

#
す
る
。

這
般
の
信
仰
へ

に
，於
て
は
貧
富
、貴
賤
、隸
屬

S

主
の
區
別
は
存
す
る
乙
ビ
が
な
い
。
斯

' 

、
く

て
羅
馬
帝
國
の
社

#

的
梢
造
の
遊
底
に
於
け
る
卑
賤
階
級
中
に
、か
の
ス
ト
ァ

.

*

_が
社

#
 

的
頂

I點
に
於
け
る
知

_

階
：級

0
:間
に
傳
播
せ
る
所
の
も
の
ビ
其
の
意
義
相
類
似
せ

る

平
等

及
，
 

び
同
胞
の
原
理
が
發
達
し
た
の
で
あ
る
。

(

大
正
十
一

一

年
版
拙
著

^

.同
主
義
へ
の
道

」

第
九
苺
參 

照r

而
し
て
羅
馬
の
上
層
階
級
の
問
に
ス
ト
ァ
主
義
的
槪
念
が
行
は
れ
つ
、
あ
彡
し
事
實
は 

麵
が

.
て
又
れ
遞
督
敎
を
し
て

#

れ
等
.の間
化
弘
亦
せ
し
む
る
の
道
を
圓
滑
な
ら
し
め
た
の
で 

第十七饴

'.
:(

1
3
<九)

諭

• 
0

照
始
菡
锻
教
の
社
會
思
想
. 

.

1̂
-
.
,
四
九



第
十̂

猞

(
一

三
八
八)

論
訧
旭
始
馨
教
の
社
會
思
想

 

第

八

號

叫

'

^

が
貧
者
を

1

職
み
ん
事
で
あ
つ
た
が
、彼
れ
も
亦
た
心
に
懸
け
て
之
れ
を
行
ペ
る
旨
を
述
ベ
て 

ゐ
る
。，

(

r加
拉
太
書

」

第
‘

II.

章
第
九
、十
節

)

:;
斯
く
の
、如
ぐ
し
て
慕
集
せ
ら
れ
た
る
醵
金
は
敎
會
外 

.の
一
般
貧
民
の
爲
め

■に

ff
i

用
せ
ら
る

.可
き
も
の
に
非
す
し
て
、

»

に
之
れ
に
屬
す
る

|6
徒
等
の 

爲
め
に
せ
ら
る
、
も
の
で
あ
る

v°
而
し
て
彼
れ
は
其
の

「
.

コ
リ
ン
ト
人
に
贈
れ
る
後
の

f

巾
に 

於
て

®
督
敎
的
施

.扮

.の
：法
，則

を

明

確

に

規

定

し

て

ゐ

る

。r

各

々

心
に
決
せ
し
如
く
、止
む
を
得 

ざ
る
に
出
で
ず
し
て
施
す

■可
し
、神
は
喜
び
て
與
ふ
る
人
を
嘉

し

給

へ
ば
な

6」

^
々
と
 

一H

へ
る 

丨
も

.の

は

是

れ

で

，
あ
'る
，
。(

_

林
多
後
書

」

第
；九
章
第
七

^

——

十
二
節
參
照

)

。
.斯
ぐ
の
如
き
は

「

也
人 

に
览
や
か
に
し
て
汝
等
を
菩
し
め
ん
ど
す
る
に
非
す
、平
均
の
爲
め
な
り
。
現
に
汝
等
の
錄
る 

所
は
彼
れ
等
の
缺

.乏
を
補
は
ざ
る
可
ら

.

.す、然
ら
ば
彼
れ
等
の
餘
る
所
も
亦
た
汝
等
の
缺
乏
を 

0
a
て
平
均
す
る

.に
至
る
可
、

が
故
で
ぁ
る
。
而
第
八
章
第
十
三
，十
四
節

)

。

»

-初
め
主
ビ
し
て
貧

®

^

:る

_

由
民
及
：び

-
-奴
隸

^
ら
成
ら
立
つ
て
：居
つ
た

®

督
敎
會
が
、次
笵 

に
多
く
の
富
裕
な
る
奴
隸
所
有
者

.及
び
地
主
を
包
：括
す
る
に
至
つ
た
事
實
は
新
約
書
中
の
幾 

_多
の
萆
句
に
徵
し
て

W

か
で
あ
る
。

パ
ク
ロ
は

.勤
勉
を
獎
勵
す
る
ご
同
時
に
‘

の
银
酬
た
る 

財
貨
の
〃
領
窮
を

&
.認
し

ft
。
' 

:
聖
書
は
錄
し

「

て
_

物
を
碾
す
牛
は
口
籠
を
掛
く
可
ら
ず
、又
た

i



る
市
段
た
る
の
地
位
と
勰

揭

帝
國
に
於
け
る
：市民
た
る
の
地
位
ビ
の
間
に
は
柯
等
の

對
立
も 

存
し
な
か
つ
た
。
パ
ゥ
ロ
ぬ
チ
べ
ソ

ク

ス(Tiberius 

Claudius 

N
e
r
o
o
s
e
s
a
r
)

及
び
ク
ロ
ー
デ
ィ
ゥ 

ス

riberius 

C
I
S
d
i
u
s
p
r
u
s
u
s
N
e
r
a

 G
e
r
m
a
n
i
c
s
)

の
.治
下

R

生
存
し
た
。
是
れ
等
の
兩
息
帝
は
悖

^
 

と
殘
忍
ど
を
以
て

«

れ
て

.居
る
に
拘
ら
す
、帝
國
の
諸
艇
域
に
公

JE
な
る
統
治
を
與
へ
ん
ビ
す 

る

^

極
め

V

銳
意
で
あ
っ
た
い
而
し
て
此
の
傅
大
な
る
政
治
家
的
使
徒
は
亦
た
是
れ
ま
で
羅 

馬
の
有
司
と
基
督
敎
徙
と
の
間

^

存
し
た
る
親
薺
な
る
關
係
を
保
留
す
る
に
努
め
た
。
彼
れ 

は
锊

0

て、皇
帝
及

^

支
配
者
が
：不
正
な
る
命
令
を

ft
:へ
る
に
際
し
.て
基
督
敎
徒
の
義

務
如
例 

の
.問
題
を
論
す
る
の
機
緣
を
荷
し
て
ゐ
な
か
つ
れ
。
彼
れ
は
唯
だ
：默
從
を
命
ず
る
の
み
で
あ 

つ；た。

「

人

各
々
上
に
立
て
る
諸
權
に

.眼
す
可
し
。
蓋
し
權
に
し
て
神
ょ
り
出
で
ざ
る
は
な

く 

現
に
在
る
所
の
權
は
神
ょ
り
定
め
ら
れ
た
る
も
の
な
り
。
故
に
權
に
逆
ふ
人
は
神
の
宛
め
に 

逆

ひ
、
逆
ふ
人
は
己
れ
に
罪
を

#」

パ「

彼
れ
は
汝
を
益
せ
ん
爲
め
の
神
の
僕
な

b
j。「

1L
し
汝
等

は 

亦
た
之
れ
が
爲
め
に
税
を
納

む
、其
は
彼
れ
等
は
神
の
役
者
に
し
て
之
れ
が
爲
め
に
務
む
れ
ば 

な
り
。
然
れ
ば
汝
等
總
ベ
て
の
人
に
負

m
i

を
返
せ
、即
ち
税
を
納
む
可
き
人
に
は

'稅
を
納
め
、課 

物
を
拂
ふ
可
き
人
に
は
之
れ

を

柳
ひ
、催
る
可

&

者
に
は
懼
れ
、豫
ぶ
可
き
者
は
之
れ
を

#

ベ」

。

-

第
十
七
港

.

(

ニ
コ
九
ー

)

論

說

：

M

始
蓝
赞
数
の
社

#

思

想

m

/\
M

.

五
一



第4
-̂

餘
，

(

ニ
l

l

^

o

v
諭

綁

M
始
基
督
数
の
社
會
思
想 

第

へ

鱗

i

る 

、！，

.

五

a.
*

督

敎

の

®

始
者
は
其
：

.の
信

.徒
の
入
る
可
き
刺
の
：國
を
此
の
世
の

邦
土
ビ
區
別
す
る

が
爲 

.め
に
最
大
な
る
注
意
を
用

a

た
，

イ
ユ
ス

.の
反
對
者
が
彼
れ
の
灣
を
捉
へ
、彼
れ
を
し
て
羅 

‘认
の
洧

^

ビ
葛
藤
を
生
せ
し

.め
ん
が
爲
め
に

「

力
イ
ザ
ル
に
貢
を
納
む
る

」

の
可
西
を
問
へ
る
時
、
 

彼

れ
は
意
味
深
長
な
る
執
誡
を
發
し

y

EI
ぐr

力

イ
ザ

ル
の
物
は
力
イ
ザ

 

' 
に
歸
し
、
又
た
^
の
 

:

物
.は
.神
に
歸
す
可
し

」

1「

梅
太
傳

」

第
ニ
十

1:
萆
第
べ
一

.纯
馬
可
傅

」

第
■十
二
章
第
十
七
節

「

路
加 

，
傳

免

ニ

十

章

第

二

十

.

.
五

01)

。
-而
し
て
イ
エ
ス
は
又
た
其
の
生
涯
の
危
機
に
於
て
總
督
ビ
ラ
ト 

ー

の

尋

問

に

答へ
：：

て

日

く「

我

が

國

は

此

の

世

の

も

の

に

非( 「

約
翰
傅

」

第
十
八
章
第
三
十
六

. 

. 

.

. 

•
•
•
*
•

■•
 

I 

I 

■ 

• 

I
I 

、

節)

o 

:
猶
太
人
及
び
異

「

邦
人
の
間
に
信
仰
を
弘
布
す
る
に
際
し
て
使
徒
を
激
勵
せ
る
も
の
は
這

, 

. 

: 

.

.

. 

:.

.

. 

. 

, 

.. 

. 

.

. 

I 

:

舨

，の

'精
前
で
あ
つ

.

.た
o:
。へ
テ

P

は：主
權
者

K

:s
す
.る
義
務
を
說

い

て
言

ふ

「

汝
等
主
の
爲
め
に 

總
ベ
て
人
の
立
つ
る

所
の
者
に
服
へ
、或
ひ
は
主
權
皆
た
る
帝
王
、或

a

は
惡
人

，̂
罰
し
て
，
人 

を

賞

，せ

ん

爲

め

R
:帝
王
よ

6
.逍
は

3

れ
た
る
も
の
と
し
て
總
ベ
て
の
官
班
に
服
ふ
可
し

」

云
冷 

ざ

(『

被
得
前
書

」

第

ニ

章

第

十

：三
、十

四

節)

。
_斯
く
て
：又
た
パ
ゥ
ロ
の
心
意
中
に
は
天
國
に
於
け



ィ

H

ス
が
赏
.者
に
對
し
て
發
し
た
る
非
雛
は
最
初
の
基
督
敎
徒
の
間
に
一
種
の
典
產

主
義 

的

思

想

を

發
達
せ
し
め
た
。

: :

然
石
{ :

今
.や
パ
：ク

.ロ.ど
其
の

後

繼
_者
の
_

_

に
し
て
愼
重
な
る 

意

：
見

：は

這

般

の

極

端

な

る

«
向
を
矯
正
し
、|切
の
現
世
的
狀
態
は
基
督
敎
團
に

入
る

の
鍵
鑰 

に
非
さ
る
ビ
等
し
く
，又
た
障

.塗

.に
i

非

.ざ
る
こ
ど
を
敎
へ
た
。
然
る
に
紀
元
第
一
世
紀
の
終 

，末

.に
先
立
：，

'つ

て

新

知

聖

書

の

：：一.

記
者
，は
：敎

會

が

富

裕 

し

た

る
寬
恕
に
對
し
て
警
鐘 

を
亂
打

.せ

る

の

：觀
：が
，あ

る

。
：
彼

れ

の

述

作

は「

使

徒

聖

ャ

コ

ブ

•の
公
書

」

と
し
て
吾
人
に
傳
は
る 

:本
：ので
：あ
る

0(

述
作
の
年
代
に
關
し
て
は
確
證
が
な
ぃ
。

普
通
紀
元

六
十
一
年
頃
ビ
看
做

3 

れ
て
ゐ
を
が
、恐
ら
く
は

約

九
十
年
頃
に
發
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
ら
ぅ

。

R

 

w
.

 

Bacon, 

I
n
t
r
?

 

d
l
o
n 

to 

the 

N
e
w
 

_ 
Testament, 

1
9
0
2
, -p. 

16
5
*

參
照

)

。
洵
に
被
れ
の
富
に
對
す
る
態
度
は
ル
ヵ
に 

ょ
つ
て
傅
へ
ら
れ
た
る
ィ
ユ
ス
の
所
言

「

富
_める

〗

者
y

M
rr
る
哉
、旣
に
安
樂
を
受
く
れ
ば
な
り

」 

(

齡
六
章
第
一
一
ナ
四
缆
を
想
起
せ

.し
む
る
も

の

:^
あ
る
。

.(「

經
濟
學

史

籽
究

」

六 

一一
I

三

M

參 

=
=
;
)

然
し

*

か

ら

彼
れ
は
無
差

.>;
«

に

窜

，を..
有

す

る

者
を
攻
擊
す
る
に
非
ず
し
て
、單

R

不

]£
、ふ 

グ

-T
段

丨
依
つ

.て
之
れ
を
取
得
し
、貧
者
を

.卑
じ
め
、利
得
を
貪
り
、奢
侈
に
流
る
、
の
傾
向
あ
る 

.
笫
T
七.箱

(

一
a
九
S

諭

餽

原
船
基
督
教
り
社
曾
姐
想 

笫八
㈱

五三
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饴
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(1.

三
九
二)
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原
始
某
督
教
の
社
會
思
想
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第
八
轉 

五
ニ 

:「

羅

®

窬」

第
十

H
+章

第
.：r

 

七
節

)

。：
：，询

に

パ

‘
 
ロ
は
政
府
を
■以
て
神
の
意
，志
を
執
行
す
可
き 

機

關

，ど
看
'做
し

t

疑
は
な
か
つ
ぬ
の
で
あ
る
。，

.
V

ク
ロ
の

•法
：に

關

す

る

，.
.思
.想
は
著
し
く
近

.代
的
で
あ
つ
た
。
法

は

.£
し
き
者
の
爲
め
に

#
 

.す
る
に
非
ず
し

'1
:
,
:不法
、不
從
順
な

.6
者
の
爲

■め
に

*

す
る
。

「

有
司
は
善
行
の

sl
rj
非

t'
'恶
行 

の
畏
な
り
、汝、權
を
畏
れ
ざ
る
こ
ビ
を
欲

.ふ
乎
、唯

だ

善

を

行

へ

^

ら

ば

彼

れ

ょ
b

褒
を
獲
ん

」

。

「

^

し
惡
を
行
は
ヾ

S
れ
ょ
、

®

れ
は
徒
ら
に

»

を
操
ら
す
、神
の
僕
た
れ
ば
惡
を
行
ふ
者
に

紙
f
 

も
て

報

ゆ
る
者
な

b
。

故
に
之
れ
に
服
，へ、唯
だ
怒
に
緣
り
て
の

み

服
は
ず

、
&
心

に
緣
タ

r

服 

ふ
.，可

し」

。(

同

第
三
、
四
、五
節)

。
.
if
f
iく

IB
し

き
者
は
：琴

.瑟
相
和
せ
る
夫
婦
，が
離
®
法
規
の
上
に
超 

然
れ
る
の

意

義
に
於
七
；法
の
上
に
超
然
た
る
も
の
で
あ
る

6

總

ベ

て

の

'
夫

婦

が

悉

く

幸

福

な 

る
.結

婚

的

生

涯

を

送

り

つ

、

あ
^

ぐ
し
た
な
ら

ば
、離

婚

法

規

は

其

の

耍
を
兇
な
い
。

之

れ

ビ 

等

し 

<
、完

全

な

•る

愛〔

が
：與
k

の
間
に
行
は
れ
た
ど
し
た
な
ら
ば
、法
は
，全
然
棄
却
せ
ら
れ
得
る 

も

の
で
あ
る

9

パ
ゥ

.ロ

.

「

は
愛
の

®
;牒
士
總
ベ
て
の
人
令
に
致
し
、愛
の
.福
音
を
承
皞
せ
る
總
べ

て
の
人
々
の

^

摩

S

し
て
敎

:#
.を
建
設
せ
る
も
の
で
あ
る

。(
E
m
o
r
y

 
s. 

Bogardus, 

A

 History 

o
f 

ひociai Thought;, 

1
9
2
2
, 

d
. 

1
4
2
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.



の
食
物
に
乏
し
か
ら
ん
に
、汝
等
：の
中
彼
れ
等
に

_

ひ
て
、心
资
く
往
き
て
身
を
駿
め
-飽
く
咬
で 

食
せ
ょ
、ビ
言
ふ
人
あ

6

と
も
身
に
要
す

る
.

物
を
與
へ
ず
ば
何
の
益
か
あ
ら
ん
。
信
仰
も
亦
た 

0 
く
の
如
丨
、行
な

く

ん
ば
死
し
た
る
も
の
な

i

云
々

(

Ji
各

#」

第
一
一
章
第
十
四
節
以
下)

ど
說
く 

が
故
で
あ
る
。

,:
而
も

「

羅
傅

«

2
於
て
は
：舊
約
時

「

代
の
猶
太
敎

R

命
せ
ら
る
く
っ

%

を
指
し
、

「

雅
各 

書j

は
_

も

舊

約

；の
.務
：を「

指

し

て

.業
：と
言
ふ
乙
ど
な
く
、典
の
謂
ふ
所
の
も
の
は
必

す

戡
督
に
於 

け
る
業
で
あ

る

o

即
ぢ
眞
宗
敎
は
，單
に
信
仰
す
る
に
止
ら
す
し
て
，信
卯
に
#
は
し
む
る
に
行 

狀
を

以
て

せ

ざ

る

可

，
，

ら

ず
ビ
云
ふ
の
雜
で
あ
つ
て

^

の
守
る

可

き

は

モ
.

I

セ
の
律
法
に
非

f

:

■ 

" 

■ 
.
' 

.

.

.

.
 

i
f
. 

. 

.

.
: 

-
- 
-

- 

.- 

. 

.

.

. 

- - 

.... 

... 

I

.

.

.

し
て

.
神
及
び

*

督
の
雜
法
で
あ
る
。
面
，治
四
十
ニ
年
公
敎
會
版
、白
耳
義
人
亍
ラ
グ
譯
：

「

ャ
コ
ボ 

:眷」

叙
：言

)
。
而
も

®;
人

^
,此
d

:書
に
ょ

 

>
 て
當
啤
甯
め
る
者
が
空
し
く
理
論
に
止
ま
り
て
善
.槳 

を
怠

\

®
し
き
同
胞
を

®

視

L
、之
れ
を
强
搾
す
、る

' 
の
傾
向
あ
り
し
事
實
を
認
め
得
る
の
で
あ

る
0

.

■
.
.
.
.
七曜 

.
： 

.

:
v斯
：
く
：
^

兹
•督
敎
は
：次
第

0
 

に
浸
漸
せ
ん
ビ
す
る

.
の
傾
向
を
有
し
て

«

つ
た

V
J

は 

«

ひ
な
が
ら
、吾
人
は
敎
會
諸
敎
父
の
記
述
す
る
所

R

徵
し
て
、第
一
一
世

.紀
に

.於
て
す
ら
^
#
敎

斜
十
七
潘

U

H
戈
5
 

:餘

魏

:■
:

府
始
某
督
教
の
針
曹
思
憩

 

0
A
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第
十
七
卷
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H
九四〕

論

E 

■原始茶

#

t
の社

f

想 

.
第

八

騍

E
四
 

者
の
み
を
非
難
す

.る
の
で

.あ
る
。
斯
く
の
如
•き
敎
旨
の
根
抵
を
成
せ
る
も
の
は
富
を
教
す
る 

者

を

ぃ

し

て

彼

れ

自

身

：の
：
至.高
の
利
益
を
目
的
と
す
る
ど
等
し
く

.又
た
社
會
的
圈

61
1

の
最
良
の 

ド利

_

を
期
圖
す
る
忠
：實
：な
る
執
事
職
々
ら
し

.め
：ん
ど
す
る
基

#

敎
的

Ec
a

で
あ
る
。
彼
れ
を 

以
て
觀
れ
ば
、富
者
は
其
の
痴
愚
な
る
行
爲
に
ょ
つ
て
、古
の
ラ
サ
ク
の
如
く
唯
だ
紅
養
の
一
食 

に
現
世
及
び
來
世
の
幸
福
に
對
す
る
家
督
權
を
讓
渡
す
る
も
の
で
あ
る

P (「

雅
各
書

」

第
五
章

m 

!

.
1
1
.
六
節
參

.照)

。「

卑
き
兄
弟
は
^
の
高
く
せ
ら
る
ゝ
事
を

喜

樂
ビ
せ
ょ
。

富
め
る
■者
は
塊

の
单
く
せ
ら
る
、
事
を
喜
樂
ど
せ

.ょ
。
そ
は
將
に
革
の
花
の
如
く
に
過
ぎ
ん
？
す
れ
ば
な

b
e

や 

.

.

. 

f
y 

\ 

.

. 

.

夫
れ
：日
出
で
、
焦
く
れ
ば
、孽
は
枯
れ
て
：其
：の
花
は
：落
ち
、其
の
英
し
き
容
消
ゆ
、富
め
る
者
も
亦

た
斯
 

<
.の
如
く
其
の

.

.爲
す
所
半
ば
に
し
て
己
れ
先
づ

C

び
ん

」

、
..(

同
第

|

寧
寧
九

——

ナ 

一
®
。
 

(
K
e
n
t
'

o
p*
c
r
p
. 

3
2
2

.
0

M
a
r
t
i
n

 L
u
t
h
e
r

は
.「

雅

各

#」

を
.
0
じ
て

「

K

の
書

®」

ど
名

#

け
、
使
徒
の
書
に
非
ず
ご
主

■

し
た
。

蓋
し

パ
ク
口
の

r

羅

坶

書」

が

，琢
ら

救

は
る

、
は
行
樂

，
に
據
ら
ず
、信
仰
に
依
し

ビ
敎
ふ
に
反
し
、

「

第 

三
章

J
S

 

ニ
十
八
節
以
下
參
照

.、ャ
コ

ブ
が
虛
令

a

人

自
ら

信
仰

あ

K
Vビ
言

ふ

と

な

く

ん

ば 

何

の
益
か
あ
ら
ん

1信
仰
豈

.に

之
れ

を
救

ふ
を

得
ん

や
。

若
し
兄
弟
姉
妹
の
赤
裸
に
し
て

日
々



ば

る

、

ig
デ

ャ

ス

チ

ヌ

ス

(Justimls)

は
.福
音
書
の
諸
章
句

K
訴

へ
て

4
凡
ゆ
る
他
の
も
の

1:
礙 

6

て
赏
ど
所
領

€

に
至
る
の
：徑路
を

.愛
せ

'る'菩
人

は

今

や

，
吾
人
が
共
同
に
有
す
る
所
の

も

の
 

:

を
生
じ
て
、窮

乏

せ
る
.總

ベ

.て
の
者
に
與
ふ

」

ど
宣
言
し
た
。

(Apologia, 

r 1

5
.
0 

U

第

」

三
，世
紀
は
敎
會
內
へ
に
：於

け

る

；下
：層

階

»
的
影
響
が
徐
々

に

減
じ
て
、貴
族
的
倾

In
J

が
若

々

. 

ビ
し

「

て
,增
加
せ

:る

0
事

實

を

：示
し
へ
て
ゐ

る
。
：
富
；者

は

其
の
献
納
を
増
加

' し
、任
意
に
敎
會
に
財 

產
を
委
す
る
に

つ
；.れ
。：

存
生
中
死
後
の
寄
進
は
初
め
金
錢
及
び
邳
の
他
の
動
產
物
件 

0
_形

態

を

以

て

行

は

：れ
：
た〗

.

.の
で
あ
る
が
、漸
次
敎
會
の
所
有
は
不
動
產
を
包
含
す

る

に

免
り

た
。
 

是
に
.绝つ
て

®

歷
山
利

ff
i

の
ク
レ
メ
シ

ス

(
T
i
t
u
s

 

F
i
a
v
i
u
s
Q
e
m
e
n
s
)

は
日
く
、「

然
れ

ば
、財

は
善
き 

人

令

の
，
所

：
有

する

も
の
の
み
で

あ
ヶ
、
基
督
敎
徒
が
善
な
る
を

以

て
眞
な

り

e

認

む

可
&
で
あ 

る。
從
つ

V

財
は

®

督
敎
徒
の
み
に
ょ
つ
て
所
有
せ
ら
れ
る
。
而
も
所
宵
ビ
は
何
ぞ
ひ
常

^

.
は

之
れ
を
所
有
し
保
管

す

る

者
r.
'
非
f

し

て

讓
渡

す

る

も

の

で

あ
る

」

しヾ
。
l

a
oq
. m

.  
6
.
0(g

 

-

ほ
典
の
他
の
所
論
に
就
き
て
は
猶
揭
豳
ト

1

マ
ス
の
私
有
權
論

」

參
照

r

而
し
て
節
四
世
紀
に
至

つ
て
敎
會
の
運
命
は
著
し
く
變
化
し
た
。

基
督
敎
は
今
や
國
敎

e 

し

て

承
認

せ

ら

る

、

に
策
つ
た
。
皐
帝

コ

ン
ス
タ
ン

' 

チ

ヌ

ス(Flavius 

Valerius 

Aurelius constan.

第
十
七
涖

(

一
三
九
七)

論

說

取
始
赛
教
：
の
社會：
M

想 

V 

第
八
號 

五
七



第
十
七
港

(

ー
三
九
六

)

.
蹌

：
說
原

始

基

督

敎

の

社

會

思

想 

‘
第

.
<
魄3£
六

が
'米
だ
貧
民
の

^

敎
で
あ
ぅ
、敎
會
が
猶
ほ
大
體
，に
於
て
下
層
階
級
の
施
課
で
あ
つ
た
事
實
を 

l
i

 

め
得
る
の
で
あ
各
。

p
p
. Fishej, 

H
i
s
t
o
r
y

 

of Christian 

Doctrine, 

100
9
0
, 

5

2

0斯く
て
使

徒
時
代
に
試
み
ら
れ
た
る
特
殊
の
.共產
主
義
は

長

く

基
督
敎
的
*
會
の
理
想
的
形
態
ビ
し
て 

仰
盟
ゼ
ら
れ
て
ゐ
た
。

(
吾
人
が

「

國
民
經
濟
雜
誌

」

第1

ニ
十
二
卷
第
四
號
所
載
拙
稿

®

ト
！
マス 

の
私
有
權
論

」(

其

ニ

中

に

引

用

せ

る

：凡

を

ff
i

元 

一
W

年の頃に成れ推定せられ得る

「

、
パ

 

A

ナ
バ
書

」

及
び

.聖
シ
ブ
リ
エ

1

ヌ
ス
の

所
言
參
照

)

。

J
o
s
e
p
h

 

Ernest 

R
e
n
a
n

は

マ
ー
力
ス

•オ
I 

y
リ
ク
ス

{
M
a
r
c
u
s

 

Aurelius. A
n
t
o
n
i
n
u
s
)

の
時
代
に
於
て
す
ら
信
徒
の
財
産
は
半
財
產
で
あ
つ
た 

く
稱
し
て
ゐ
る
。
即
ち
敎
會
が
所
有
者
と
等
し
く
興
の
利
潤
を
享
有
せ
る
が
爲
め
で
め
つ
れ
。
 

(
R
e
n
a
n
/

 M
a
r
c
-
A
u
r

a:e

o
t ja 

fin 

d
u

 

m
o
n
d
e

 

antique, 
1
8
8
2
, 

p. 

6
0
2
. )

ノ
 

官
界
は
未

^

基
督
の
敎
を

;!
: 

認
し
て
ゐ
な
い
。

マ
!

力

.ス
•ォ

1

リ
リ

ク

ス

の
思
想
は
幾
多
の
黏
に
於
て
基
瞥
敎
の
其
れ

ビ

 

類
似
せ
る
も
の
で
あ
つ
た
に
拘
ら
す
、彼
れ
：は
甚
督
敎
徒
の
敎
理
を
以
て
帝
國
の
/福
利
ビ
統
一 

ビ
の
爲
め
に
危
險
で
あ
る
ビ
考
へ
て
ゐ
た
。

(〖bid.,pp, 

402, 
5
9
2
)

ソ
斯
く
て
筋
ニ
世
紀
に
於
け 

る

辯

：■

©

の

亂

者

へ

は

窗

と

，敎

赛

と

を

有

す

7る
：上
層
陁
級
を
吸
引
せ
ん
こ
ビ
を
努
め
た
の
で
あ 

る
。

{
R
v
R
a
i
n
y
,
T
j
b
e

 

A
n

 :ient 

c
a
t

tT-OIic 

C
h
u
r
c
h
, 

IQ 0
2, 

V 

9
0,

.「
%

敎
者

」

若
し
く
は

「

哲
學
者

」

ビ
呼



の
人
々

W

雖
も
社
，會
的
衝
動
を
祀
む
こ
ご
を
得
な
か
つ
た
。
彼
れ
等
は
僧
尼

'0
園 

し

/2
°

而
し
て
敎
會
は
餘
，院
生
活
を
以
て
其
の
事
業
の
一
部
ど
し
て
採
用
し
た
。
 

上
層
：社

#

階
：級の
一
部
ビ
爲
つ
た
、而
し
て
僧
院
圓
體
は
土
地
及
び
隸
戊
を
所
有
す 

た
。

::
僧
院
は
實
に
宗
敎

.

.

.

.
的
'基
礎
の
上
に
建
睬
せ
ら
れ
邊
敎
的
働
機
に
ょ
つ
て
鼓
舞 

產
業
的
共
同
主
義
の
典
型

.を
：與
ふ

る

も

の

で
ぁ
つ
な
へ
而
も

-S
人

が

此
の
地

h
-に 

市

を

有

す

る

'
こ

と

.
:^

く
、常

*:
«

:慕
の
彼
方
に

.安

ff
i:
の
地

を
党
め
ざ
る
可
ら
ざ
る
を 

經
濟
：生
活
の
根
本
的

.改
’造
：：

を
求
め

ル
ビ
す
る

の
衝
動

を
感

f

ン
1
と

が

V

い
。

念
を
發
逄
せ
し
化
る
も
の
で
は
な
い
。
ょ
り
高
&
世
界
に 

今
に
比
す
れ
ば
此
の
世
の
，歡
喜
悲
哀
ど
は
全
然
無
葸
義

る を

し
て
社
會
主
義
的
觀 

期
待
ヒ
樂
し
き
希
蕻

で

る

o 

I

八

然
し
な
が
ら
基
督
敎 

有
し
て
ゐ
た
。
希
臘 

自

由

民

の

文

：化

的

：生

第
十
七
卷

2

S

九力

)

體

を

龃

織 

修
M

質

ょ
.

る

に

至

つ 

せ
ら
る

、

永

績

的

都
 

信

f'
る
.
洛 

彼

れ

等

は 

す

る

固
.
 

化

す

る

は
他
方
に
於
て
經
濟
生
活
を
醱
酵
せ
し
む
る
に
於
て
著
大
な
る
影
響 

人
は
物
物
質
的

®

を
以
て
目
.的

に

對

す

ゐ

乎
段
：ど
潘
做
し
、市
邦
に
於
け 

活

を

可

.能

な

ら

し

む

»1
§

機

會

を

*

ふ

る

も

の

と

舰

た〕

彼

れ

等

♦
か
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K
 

 ̂

J

の
改
宗
の
第
一
の

®

f

に
算
ふ
可

I

の
は
敎
會
の
領
地
収
得
に
對
し
'て

取
な

る
^

 

證
の
み
な
ら

S

.律「

上

の
認
可

.

を
與
.へ
た
る

こ
く
で
あ
っ
た

o
三

|-
1
十
三
年
を
以
て
發
せ
ら 

れ
カ
る
ミ
ラ
ノ
の
刺
命
は
宗
敎
圓
鱧
の
所
有
地
を
承
認
し
た
。

三
瓦
ニ
十

一
年
の
刺
令
ば
帝 

國へ

の
' ^

市
民
に
對
し
七
其
の

#•產

を
敎
會
に
献
鈉
す
る
の
權
利
を

_
め

た
。

上
層
階
級
も

下 

層

階

級

も

靖

し

く

，皆

な

公

然

之

れ

に

加

入

し

た

。
•

そ
は
截
然
僧
俗
に
分
割
せ
ら
れ
た

。

S

 

:
高
'

僧
職
に
在

^

者
' 

は
;£
1
部
の
敎
會

財

產

の
保

管
者
ど
し
て
俗
界
に
於
け
る

上
層
階
級
ど
同 

化
し
だ

.0
I

 

w

l

, 

s
c
d
l
c
a
r
s
l
y

 

of the 

I

 2
n
d

 

e
d

u

 

p
.

差

。

多
數
の
甚
督

敎

a

l

t

 

^

£
的
社
會
ダ
順
應
せ
ん
と
し
っ
、
あ
る
を
嫌
忌
し
て
淸
淨
な
る
生
活
を
送 

る

力

.®
め
に

田
園

: ^

退
®

し

ち

：：
中
：世
的
敎

f

特
色
付
く

る
僧
院
生

f

制
欲
主
義
ご
は 

又

ブ
i

の、

0
源
に
取
て
來
瞥
敎
的
で
あ
る
よ
り
も
寧
ろ
異
敎
的
で
あ
っ
た
。
是
れ
等
の
も
の 

^

敎
會
ビ
國
家
と

0

融
合

よ
o

生
_じ
た
る
他
.政
治
的
な
る
溫
的
敎

.
會

に
對
す
る
|

的
反 

_

の
結
果
で
あ
つ
た
。

:;
.
.昨

^

世

に

於

け

る

個

人

的

自

_
.
と

自

己

表

現

を

奪

は

れ

た

る

人

々

は
 

喉
た
 ̂|

向
に
死
の

_

方
众
る
生
活
に
憧
憬
れ
た
。
各
人
は
遁

LI
J:
に
よ
つ
て
永
遠
の
天
惠
を
鑛 

保
せ
ん
：

.

V

し
.た
。
::
:
之
.れ
が
實
際
的
效
果
は
叨
に
非
社
會
的
で
あ
っ
た
。
然
も
掘
よ
り

免

Z

等
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同へ樣

.の
本
性

_.を
.
.
す̂
：る

ビ

す
る
も
、而
も
神
に
よ
つ
て

II
J
.造
'
.せ
.ら
れ
又
た

.之

tl
に

^

1 

:t
る
と
做
す
も
の
、並
び
に

^

®
の
刺
的
本
：性
に
，赞
す
る
も
而
も
其
の
神
格
に
-於
て
父
神
に
從 

竭
し
其
の
下
位
に
立
つ
も
の
な
る
こ
ビ
を
固
執
す

.る
も
の

)

が
西
紀
三
西
ニ
十
五
年
二
ケ
ア
の 

-

法
：會
議
に
於
て
嚴
然
非
議
：せ
ら
れ
、耶
蘇

$
'督
は

「

眞
神
の
眞
神
に
し
て
、生
れ
た
る
も
の
に
し
て 

造
ら
れ
た
る
も
の
に
一
非

♦

、父
：神
デ
全
然
同
質
の
も
の

y

た
る
こ

ノ
レ
が
決
定
せ

.
b
lれ、ア
タ
ナ
シ
オ 

ス
.
.

(
€

?
を

&

說
{即
ち
前
者

0

^

R對
し

.て
！
i

&

說
を
主
張
す
る
も
の

)

の
勝
利
を
码 

た

る

こ

と
は
世
界
见
上
の

®

要
な
♦
«
實
で
あ

る

0

基

督

敎
は
玆
に
邦
の
眞
諦
を
失
は
ん
ど 

す

る

：
の
危
機
を
脱
却
す
る
を
得
た
：の
で

あ

る

。

ア
ラ

ィ

オ

ス
說
が
根
據
を
得
る
に
至

れ

る

東
 

方
の
思
辯
的
傾
向
は
多
く
人
間
を
低
下
し
て
神
を
高
揚
し
、斯
く
て
又
た
單
に
人
間
的
な

る

も 

の

L

f
し
て

^

の
.眞

.の

#

嚴
ビ

r

値

と

を

.認

む
る

こ

ご

を

拒

否

す
る
.
に
.
#
.し

た

。(〜

<

O
u
r
m
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よ
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權
カ

0

形
成
に
よ

k
v
'
t
よ

o

は
私
利
の
勢
力
に
よ 

つ
て
民
族
的
境
界
を
撤
去
し
た
る
方
法
は

又

た
®

督
敎
の
成
就
せ

.る

所

の

も

の

，
、
典

型

ど
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四0
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論

m

■原
好
基
督
教
の
社
會
想
想 

,
<
3

入
輝

S

嚴
に
對
し
て
拂
へ
る
多
大

J

敬
意

5

間
の
本
性
パ
本
質
的
に
政
治
的
な
る
の 

.

.可
能
性
に

.

.對
す
る
信
念
と
は
物

.質
界
に
對
し
、生
產
交
易
の
業
務
に
對
す
る
彼
れ
等
の
態
度
を 

支
-配
：した

3

民
經
濟
雜
誌

」

第
三
十
卷

.第
二
：
.號
所
載
拙
稿

「

希
臘
思
想
家
の
富
に
關
す
る
齡

S
 

照)

。
趣
督
敎
の
敎
旨
は
此
の
人
.生
の
最
高
價
値
に
關
す
る
希
臘
人
の
概
念
を
其
の
超
自
然
的 

相
貌
に
於
て
表
現
す
る
に
由
つ
て
遙
か
に
之
れ
を
進
め
た
の
で
あ
る
。

「

降
生

】

の
敎
理
は
人

®
 

がへ
_
:性
の
示
願
に
取
つ
て
適
當
な
る
媒
介
を
給
與
せ
る
；；
ど
を
主
張
し
た
。

「

復
活

」

の
敎
现
は 

A

々
へ
の
靈
魂
に
對

L

て
身
的
不
滅
の

.確
固
た
る
希
蕻
を
提
供
し
た
。

「

斯
く
て
甚
督
敎
は
希
職 

X

が

a

民
中
の

—

な
る
成
員
に
就
い
て
主
張
せ
る
よ
り
も
觅
に
高
§
見
解
を
凡
ゆ
る 

其
の
者
に
關
し
そ
有
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
人
間
ど
し
て
の
人
間
の
至
高
の
尊
厳
は
基
#
敎 

の
戀
旨
丨
よ

o
'
v
.

表」

^
せ
ら

^

而
し
て
人
間
の
理
想
：及
び
仰

_

に
對
す
る
物
質
的
事
勿

. 

の

意

識

的

、常
：習
的
：從

從

前

に

比

し

て

巡

か

に

其

0.
程
度
を
增
加

し

た
。
蓋
し
人
間
ネ

M
 

'に
理
：隹
的
の
も

.の

I

f

れ
た
る
の
み
な
ら
す
、不
滅
の
存

®

ビ
■
し
て
、又
た
超
自
然
的
の
列 

に
加
は
る
も
の
し
て
認
め
ら
：
る

 

>
 に

苗

れ

る

が

故

で

あ

る

。

ァ
，
フ

ィ

ォ

ス

s

l

g
舟
督 

は

®

よ
b

生
れ
、從

つ

て

又

た

ネ

れ

ど

共

に

.永

遠

で

あ

り
、之

れ

ビ
同
質
な
る
も
吵
に
非
ず
し
て
、



p. 

2
2
5
.
0

然
し
な
が
ら
羅
馬

R

於
け
る
世
界
的
權
カ
の
形
成

S

私
的
利
益
の
龈
諷
ビ
は
永
く 

相

一

致
す
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
共
和
政
時
代
に
於
け
る
地
方
の
荒
廢
は
私
的
資
本
家
の 

行
爲
に
因
る
所
が
大
で
ぁ
つ
た
。
帝
政
時
代
の
羅
馬

R
於
て
は
そ
は
少
く
ど

も

a
u
3

日n
e
g
?

 

t
i
a
t
o
r
i
i

及
び

a
u
r
u
m
.

 c
l
a
r
i
u
m

等

：の

如

5

課

金

の

®

迫
に
ょ
つ
て
促
進
せ
ら
れ
た
り
曾
フ
て

12
.°
然
る
：に
後
^
至
つ
て
は
多
費
且
つ
過
牌
に
し
て
而
も
結 

榛
な
，る
損

.害
を

.與
；へ；れ
の
で
ぁ
る

o 

I洵
に
繩
馬
帝
國

R

於
け 

，
度
が
私
的
目
的
に
對
し
て
殆
ん
ど
何
等
の
餘
地
を
殘
す
こ 

精
力
を
等
し
く
抑
制
す
る
の
傾

.向

*

り
し
事

.®
に
存
す
る
。
 

'に
：個
人
の
：前
に
無
窮
の
前
途
を
据
開
し
、永
遠
の
希
蓮
に
ょ
つ 

活
額
匕
に

A

か
し
め
た
の
で
あ
る
。
人
世
を
以
て
不
滅
な
な 

責
任
を
吏
ら
に
十
分
に
承
認
す
る

に
至
ら
し

め
た
。
占
代
の 

#

の
.主
：人

な

り

ど

觀

た

、然

る.に

基
督
敎
は
之
れ
を
使
用
す
る 

の
觀
念
を
誘
入
し
た
。

(

大
IF
.

十
.ニ
年
版
拙
著

「

協
同
主
義
へ
の 

一
一
九
六
頁
參

照)

。
新
れ
な
る
敎
は
單
な
る
君
主
的
自

_
を
.永

は
統
制
の
：缺
乏
が
禍
«

で
ぁ
つ 

局
無
效
な
る
統
制
が
之
れ
ご
同 

る
最
も
重
大
な
る
缺
陷
.は
其
の 

ビ
な
く
、資
本
家
及
び
勞
働
者
の 

然

：る
：に

基

督

：敎

の

■教

旨

は：_

接 

て
彼
れ
を
皴
舞
し
、以
て
勸
勉

ビ 

w

做
す
の
見
解
は
又
た
-身
の 

哲
學
は
人
間
を
以
て
物
質
的
物 

.體

様

に

關

し

て

新
た
な
る
義
務 

道」
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た
る
方
面
に
於
て
の
み
考

f

れ
た

I

間
の

i
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す
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骑
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ォ
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レ

t
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t

 

f
却

樹

も

財

资

も

人
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に

眞
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愤
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を

與

v

る
に
足
る
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す
し
波

>
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.
つ
孓

i

1 

f
l 

f
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を

必

耍

ぅ

？

占

パ
"
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の

各

激

が

な

る

神

的

內

容

を

以

て

滿

^

る

、 

を

ぎ

策

ビ

す

る

の

點

.
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於

て

前

者

の

如

く

こ

其

步

を
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煩

馬
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步
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論

m 

續
せ
し
め
、女
«
的
奢
侈
の
滿
足
に 

へ
て
彼
れ

.等

を

« ：
會

の

負

擔

た

ら
 

と
を
得
な
か
つ
た
。
舊
世
界
の
常 

れ
荒
廢
せ
し
め
ら
れ
、其
の
富
源
は 

督
敎
の
俜
道
師
は
神
の
滎
光
ビ
人 

る
を
得
な
か
つ
た
。
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Cunningliam, 
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r
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n
d
e
n
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